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■ 

問 

　
自
分
の
身
に
振
り
か
か
っ

て
は
じ
め
て
人
の
痛
み
が
分

か
る
と
言
い
ま
す
が
、
全
く

そ
の
と
お
り
で
足
を
痛
め
て

ト
イ
レ
で
難
渋
し
て
い
ま
す
。 

　
調
べ
て
み
る
と
庁
舎
や
ア

ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
等
、
洋
式
が

少
し
あ
り
ま
す
が
和
式
の
ト

イ
レ
が
多
く
手
す
り
も
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
今
ま
で
お
年
寄
り
の
方
や
、

足
の
不
自
由
な
方
が
さ
ぞ
お

困
り
だ
っ
た
ろ
う
と
、
そ
の

不
明
を
恥
じ
て
お
り
ま
す
。 

　
早
急
に
ト
イ
レ
の
改
修
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

御手洗　寿乃 議員 

トイレSOSトイレSOSトイレSOS
洋式化していく 

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
社
会
教
育
施
設
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
の
新
し

い
施
設
に
つ
い
て
は
十
分
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
お

ば
会
館
・
町
立
図
書
館
・
西

体
育
館
・
町
立
歴
史
民
俗
資

料
館
に
つ
い
て
は
、
洋
式
ト

イ
レ
が
男
女
兼
用
で
一
カ
所

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

何
と
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
庁
舎
に
お
い
て
は
、
各
階

の
多
目
的
ト
イ
レ
で
対
応
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
以
前
は
、
衛
生
上
の
問
題

で
直
接
体
が
触
れ
る
か
ら
嫌

だ
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
、

外
に
設
置
し
て
い
る
ト
イ
レ
、

例
え
ば
健
康
広
場
の
外
ト
イ

レ
等
は
和
式
で
し
た
が
、
現

在
は
洋
式
ト
イ
レ
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
今
あ
る
和
式
ト
イ
レ
を
す

べ
て
洋
式
化
す
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
無
駄
の
部
分
は
で
き
る

だ
け
排
除
し
て
、
三
基
あ
る

と
こ
ろ
の
一
基
ぐ
ら
い
は
洋

式
化
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
和
式
ト
イ
レ
し
か

な
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

洋
式
化
す
る
前
に
手
す
り
を

付
け
ら
れ
れ
ば
付
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

庁舎内「多目的トイレ」 

   

　
糟
屋
郡
公
平
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
も
任
期
が
平
成
十
九
年

十
月
三
十
一
日
で
満
了
す
る

た
め
後
任
の
委
員
を
選
任
す

る
も
の
で
、
南
部
選
出
の
須

恵
町
　
貝
野
勝
是
　
氏
が
再

任
、
中
部
選
出
の
篠
栗
町
　

藤
敏
明
　
氏
、
北
部
選
出
の

古
賀
市
　
落
石
智
　
氏
が
選

任
さ
れ
議
会
の
同
意
を
受
け

ま
し
た
。 

　
い
ず
れ
も
、
任
期
は
平
成

十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平

成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
で
す
。 

    

〇
一
般
会
計
補
正
予
算 

　
　
　
　
　
　（
第
三
回
） 

　
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二

千
五
百
九
十
五
万
三
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
は

歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
十

九
億
三
千
八
百
五
十
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。 

　
主
な
も
の
は
、
町
有
地
測

量
委
託
料
、
町
有
地
防
空
壕

調
査
対
策
工
設
計
委
託
料
、

財
政
調
整
積
立
金
、
都
市
計

画
道
路
変
更
業
務
委
託
お
よ

び
須
恵
中
央
駅
前
広
場
調
査

業
務
委
託
料
、
類
似
公
民
館

等
補
助
金
等
の
増
、
特
別
会

計
へ
の
繰
り
出
し
金
の
減
等

で
す
。 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

〇
一
般
会
計
補
正
予
算 

　（
第
二
回
）
※
専
決
処
分 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

〇
公
共
下
水
道
事
業
特
別 

　
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
） 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

〇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別 

　
会
計
補
正
予
算
（
第
一
回
） 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

  

〇
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職 

　
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に 

　
つ
い
て 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

 

〇
町
営
路
線
の
変
更
に
つ
い 

　
て 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

糟
屋
郡 

公
平
委
員
会
委
員 

そ
の
他
の
議
案 

議会の権限の一つに意見書の提出権があ
ります。「～してほしい」「～したほうが
よい」というような意見を国や県などに
対し、提出することができます。 

シリーズ 

「意見書」とは？ 

増築される類似公民館（長礼区公民館） 

   

◇
「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書
」
採
択
の
た

め
の
陳
情 

　
教
育
は
未
来
へ
の
先
行
投

資
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

ど
こ
に
生
ま
れ
育
っ
た
と
し

て
も
、
等
し
く
良
質
な
教
育

が
受
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
そ
の
た
め
、
義
務
制
第
八

次
・
高
校
第
七
次
定
数
改
善

計
画
の
実
現
、
お
よ
び
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
二

分
の
一
復
元
と
耐
震
対
策
等

学
校
施
設
費
、
就
学
援
助
・

奨
学
金
・
教
職
員
給
与
財
源

な
ど
教
育
予
算
を
国
全
体
と

し
て
、
確
保
・
充
実
を
図
ら

れ
ま
す
よ
う
要
請
し
ま
す
。 

陳
情
者
　
　
　
坂
野
　
一
弘 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。 

   

◇
国
の
療
養
病
床
の
廃
止
・

削
減
計
画
の
中
止
等
の
意

見
書
採
択
等
を
求
め
る
意

見
書
提
出
の
請
願 

　
地
域
住
民
が
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
安
心
し
て
医
療
や

介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
左
記
の
事
項
を

請
願
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
記 

一
、
療
養
病
床
の
削
減
計
画

を
中
止
す
る
よ
う
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
、
政
府

に
提
出
す
る
こ
と
。 

二
、
介
護
保
険
事
業
計
画
を

見
直
し
、
介
護
保
険
事
業

を
充
実
さ
せ
る
よ
う
求
め

る
意
見
書
を
採
択
し
、
県

に
提
出
す
る
こ
と
。 

三
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
制
度
や
施
設

等
の
基
盤
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
。 

請
願
者 

　
粕
屋
地
区
社
会
保
障 

　
　
　
　
　
　
推
進
協
議
会 

会
　
　
長
　
　
三
野
原
　
厚 

紹
介
議
員
　
　
合
屋
　
伸
好 

（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

賛
成
：
十
一
　
反
対
：
二 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。 

陳
情 

請
願 


